
令和7年4月22日
情報政策課

ＤＸ推進計画に基づくＷＧ活動への協力依頼

●令和７年度 ＷＧメンバーの選出依頼
●論点ペーパー「変革に向けた心構えや取り組み」
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前橋市ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）推進計画の概要

〇 ミッション（使命）・ビジョン（未来像）・バリュー（共通価値）を定義し、３つの柱と８つの重点事業のもと、
  着実に歩みを進めていく。計画期間は５年間（2021年４月～2026年３月）。

 〇 重要なのは、単なる新技術の導入ではなく、 「デジタル化を手段として変革を進めること（＝ＤＸ）」。
  社会環境や市民ニーズの変化に対応し、業務そのものやプロセス、組織、文化・風土を変革する。

住民の福祉の増進（地方自治法第一条の二） ≒ 住民サービスの向上

デジタル技術とデータの活用を推進し、住民本位の行政及び地域社会を実現する

住民の視点を常に意識し、追及する チャレンジ＆アジャイル 誰も取り残されない

ビジョン
（実現したい未来）

ミッション
（市が果たすべき使命や存在意義）

バリュー
（組織が持つべき共通の価値観） 真に住民のためになるサービスを考えぬき、

持続的に満足度向上を目指します
全ての住民がＤＸのメリットを
享受できる環境を整えます

変化を恐れず果敢に挑戦し、
素早く改善・改良を繰り返します

３つの柱と８つの重点事業

(1)行政手続のオンライン化
(2)マイナンバーカードの普及・活用
(3)情報システムの全体最適化

(1)官民データ活用の推進
(2)市役所のＤＸ推進
(3)地域社会のＤＸ推進

(1)デジタルディバイドの解消
(2)デジタルインフラの整備

１ 住民の利便性向上 ２ 新たな価値創造 ３ すべての住民に
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令和７年度 ＷＧ活動一覧

・重点事業を推進するため、庁内横断的なＷＧを組成
・活動の性質に応じた職員選出を依頼（詳細は、庁議終了後に別途通知）
・従事時間目安は、ＤＸ推進委員会設置要綱に基づき、概ね週の１０％（３〜４時間）

WG名 目的 活動予定 職員選出

①マイナンバーカード
活用・普及ＷＧ

マイナンバーカードの活用を通じて、市民の
利便性向上及び市行政の効率化を図る。

・国の動向等を踏まえた利活用策の検討
 （例：各種証明書のコンビニ交付、保険証、
     免許証、オンライン申請、マイナポータル）
・市民へのわかりやすい情報発信 等

所属から推薦
市民課、交通政策課、国民健
康保険課、情報政策課

②デジタルデバイド
解消ＷＧ

年齢、性別、障害の有無等にかかわらず、誰
も取り残されない形で、市民にデジタル化の
恩恵を広く行き渡らせる。

・まえばしデジタルサポーター制度の充実
（希望する市民が身近な場所で相談や学習を行える
環境を拡充）

・市民向けスマホ講座の開催 等

所属から推薦
市民協働課、生涯学習課、
長寿包括ケア課、障害福祉課、
情報政策課

③(仮)地域窓口ＷＧ 一部の公民館・市民サービスセンターをモデ
ルケースに、市民にも職員にもやさしい窓口
業務のあり方を研究する。

・公民館、市民サービスセンター窓口業務の改善
（貸館予約システムの拡充、窓口フロントヤード
改革との連携）等

所属から推薦
生涯学習課、公民館、市民
サービスセンター

④ＢＰＲ推進ＷＧ 庁内共通課題の解決に向けたリーダー人材の
共創を通じて、全ての所属が自主的・自律的
にＢＰＲできる環境をつくる

・職位に応じた職員の意識改革、人材育成
・コミュニケーションポリシーの改定
・課題解決コミュニティの組成と実践

公募

⑤ミライズ ＷＧ 職員でなければできない企画立案業務や住民
への直接的なサービス提供に注力できる環境
をつくる。

新しい時代に合わせた働き方、価値観の醸成
・たすけあい＋（本格運用、寺子屋事業 等）
・越境ワークショップ
・新たな活動の企画、実践

⑥地域社会のＤＸ推進
ＷＧ

生活者の価値やユースケースを起点とした新
しい発想で、地域課題の解決や地域の活性化
を目指す。

・オープンデータの推進（公開データの拡充）
・オープンデータの活用（民間サービスとの連携、
産学官による新たな活用策検討）等

※ＷＧの所属やメンバーは必要に応じて随時追加・変更可 3

https://maecore.sharepoint.com/:w:/s/02050000tg/EYSkd0TcPy1BrBu1qPFh5vQBpzPUeJ8oSwN4Aa2GNwegeQ?e=fxp3cm


WG活動の成果例

ＢＰＲ推進ＷＧ

組織のナレッジ共有を通じて、
職員のスキル U Pや自発的な業務改善を促進

（参考）：令和６年度 ＷＧ活動報告会
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デジタルデバイド解消ＷＧ

まえばしデジタルサポーター制度
・ 1 1 3 名の市民がサポーターとして活躍中
・デジタルよろず相談所（市内 5 か所）で

市民の困りごとを解決 ＊ R 7年度増設予定
DXチャンネル－あぜみち－

https://apps.powerapps.com/play/e/default-1cca7737-cee3-4db1-8655-d72fda7db3cd/a/6179bf5c-59d9-49a1-a217-ba74e62abc8a?tenantId=1cca7737-cee3-4db1-8655-d72fda7db3cd?kianId=27279127-a400-f011-bae3-6045bd54d216


論点ペーパー
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【論点】
職員が日々の業務を遂行しながらも、抜本的な業務改革（BPR）や
組織・地域の未来を考える活動（WG活動）に向かうためには、
どのような心構えや取り組みが必要か？

（参考）今後の予定：前橋市DX推進委員会（5/12、細谷副市長を委員長に主管課長で構成）において同様の論点で協議予定

・目的の共有

・支援の仕組み

・人材育成

・組織風土 など

氷山モデル
・時間の確保
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